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【緒 言】
生涯を健常な状態で過ごすための健康づくりの身
体要件の究明を目指して、思春期の中学生を対象と
した検討を筆頭に、発育の完了期で生涯の運動習慣
形成に大きく影響する生活習慣励行の時期とも云え
る大学新入生を対象に、スポーツ活動実践の健康・
体力形成に及ぼす影響について検討してきた?????。
その内の既報???の身体組成とスポーツ活動実践と
の関連研究において体格体型や運動能力を良好な状
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態に保持していく方法の究明に関して、習慣的運動
実施が「週 1～ 2日以上の頻度で 30分以上の実施時
間」であっても体型、運動能力に関する体力・身体
組成について有意に良好な影響を与えているという
所見を認め、軽度な運動実施でも習慣的な取り組み
は健康保持に有効な影響力を持つという知見追加資
料を得た。
そこで、本報では先行研究の運動習慣の有無とい
う観点の検討を一歩進めて運動習慣の頻度と質の違
いが、どのような身体影響の差として生じるかの検
討を試みることにした。その結果、2014年新入生を
対象とした検討では、特に頻度の多少が女子学生に
比べて男子学生において明確な身体影響として認め
られる所見を得たので報告する。
【方 法】
検討データは、2014年 G大学前期教養授業ス
ポーツ・健康／健康科学を受講している 1,148人（男
子 703人、女子 445人）の内、スポーツテストと生
活習慣アンケートの双方を調査・測定できた学生
837人（男子 509人、女子 328人）の成績である。具
体的には、身長、体重と実測・理想（理想体重から
算出）BMI、日常・生活アンケートを含む体力調査項
目（文科省：新体力テスト???）のデータである。
検討に際しての習慣的運動実施状況による 3群構
成要件は、運動実施状況について新体力テストのア
ンケート項目から「（ほとんど）毎日運動群」：30分
以上の運動を週 3日以上の頻度で実施、「時々運動
群」：30分以上の運動を週 1～ 2日以上の頻度で実
施、それ以外を「非運動群」とした。
集計・分析には Excelと統計解析ソフトNAP????
を使用した。
【結果および考察】
１．習慣的運動実施の状況
2014年 5月にスポーツテストとアンケートの双
方のデータを入手できた受講生は男子 509人で、そ
の習慣的運動実施状況による 3群構成は毎日運動群
が 171人（33.6％）、時々運動群が 113人（22.2％）、
非運動群が 225人（44.2％）であった。また、女子は
328人で、3群構成の毎日運動群が 52人（15.8％）、
時々運動群が 45人（13.7％）、非運動群が 232人
（70.3％）であった。この習慣的運動実施状況は先行
研究?????と同様な調査結果での習慣的な運動の実施
の有無と云う点で比較すると、習慣的運動実施有の
男子は 2014年が 284人（55.8％）で 2013年の 555人
中 274人（49.4％）と有意（p＝0.04）に増加してい
るのに対して、女子は 2014年が 97人（29.6％）で
2013年の 375人中 134人（35.7％）と統計的には減
少とは云えないが、女子の 3割未満の実施率という
現状と将来への年次減衰変化傾向を危惧させる所見
は、既報???での所見にも増した憂慮すべき状況が生
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表１ 運動 3習慣別男子 2014年入学生の体格・身体組成の基本統計と検定結果
男 子 身長(cm)
体重
(kg) BMI
理想体重
BMI
上体起こし
(回)
長座体前屈
(cm)
平均握力
(kg)
反復横跳び
(回)
立ち幅跳び
(cm)
1500走
(秒)
50m走
(秒)
ハンドボール
(m)
N＝ 171  171  171  170  169  169  170  168  169  168  168  168
 
Mean＝ 171.5  65.3  22.2  22.0  32.7  51.7  41.9  61.2  235.4  383.3  7.3  26.0
毎日運動群 SD＝ 5.42  9.59  3.09  2.65  5.14  8.19  6.27  5.57  19.94  86.67  0.56  5.46
 
Max＝ 188.0  102.4  34.5  35.7  48.0  74.0  60.0  80.0  280.0  826.0  9.4  40.0
 
Min＝ 157.1  46.0  17.3  15.4  16.0  23.0  29.0  42.0  185.0  270.0  6.2  11.0
 
N＝ 113  113  113  113  112  112  113  112  112  112  111  110
 
Mean＝ 170.9  61.5  21.0  20.9  31.4  50.6  39.1  60.1  231.1  392.1  7.4  25.5
時々運動群 SD＝ 5.7  9.42  2.71  1.74  4.96  8.76  5.19  6.01  18.95  74.04  0.54  4.99
 
Max＝ 183.9  95.0  32.1  26.4  48.0  78.0  52.0  77.0  305.0  753.0  9.7  36.0
 
Min＝ 157.0  43.4  16.1  16.1  17.0  18.0  20.0  43.0  181.0  283.0  6.4  7.0
 
N＝ 225  225  225  225  224  224  224  224  224  223  225  225
 
Mean＝ 171.0  62.1  21.3  20.9  29.4  48.4  38.4  58.4  227.0  418.2  7.6  23.7
非 運 動 群 SD＝ 6.24  10.20  3.34  2.04  5.29  9.78  5.96  5.51  20.53  68.48  0.51  5.47
 
Max＝ 186.8  107.0  34.9  33.0  44.0  72.0  66.0  76.0  275.0  776.0  10.0  37.0
 
Min＝ 156.5  42.9  15.9  15.1  15.0  17.0  23.0  38.0  122.0  190.0  6.5  10.0
検 定 ANOVA  N.S. p＝0.001  p＝0.002  p＜0.001  p＜0.001  p＝0.002  p＜0.001  p＜0.001  p＜0.001  p＜0.001  p＜0.001  p＜0.001
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じていることを感じさせる。
２．習慣的運動実施頻度別体格、体型の状況
体格：身長・体重、体型：BMI；Body Mass Index
は、男子毎日運動群が身長 171.5±5.43cm、体重
65.3±9.59kg、BMI 22.2±3.09で、時々運動群は身長
170.9±5.65cm、体重 61.5±9.42kg、BMI 21.0±2.71、
それに対して非運動群の身長 171.0±6.24cm、体重
62.1±10.20kg、BMI 21.3±3.34であった（表 1）。女
子毎日運動群では身長 159.0±5.70cm、体重 52.8±
5.26kg、BMI 20.9±1.92で、時々運動群は身長159.9±
5.61cm、体重 53.5±7.77kg、BMI 21.1±2.33、それに
対して非運動群の身長 157.9±5.45cm、体重 52.5±
7.66kg、BMI 21.1±2.70であった（表 2）。
運動 3群間の比較では、男子の体重と BMIにのみ
有意差が認められるも習慣的運動頻度の順序性とは
異なり、最低が時々運動群、次いで非運動群、毎日
運動群という順に高値化していた。本報では身体組
成測定していないので客観的言及は出来ないが、毎
日運動群と非運動群の時々運動群に対する組成には
相違があり、毎日運動群では筋骨組成、非運動群で
は体脂肪組成が時々運動に比べて高値であるために
生じたと推察させるような所見とも思われた。
３．習慣的運動実施頻度別体力：スポーツテストの
状況
スポーツテストでの習慣的運動実施別比較の男子
では、上体起こしの毎日運動群が 32.7±5.14回で、
時々運動群は 31.4±4.96回、そして非運動群 29.4±
5.29回であった。長座体前屈の毎日運動群が 51.7±
8.19cmで、時々運動群は 50.6±8.76cm、そして非運
動群 48.4±9.78cmであった。平均握力の毎日運動群
が 41.9±6.27kgで、時々運動群は 39.1±5.19kg、そし
て非運動群 38.4±5.96kgであった。反復横跳びの毎
日運動群が 61.2±5.57回で、時々運動群は 60.1±
6.01回、そして非運動群 58.4±5.51回であった。立
ち幅跳びの毎日運動群が 235.4±19.94cmで、時々運
動群は 231.1±18.95cm、そして非運動群 227.0±
20.53cmであった。1500m走の毎日運動群が 383.3±
86.67秒で、時々運動群は 392.1±74.04秒、そして非
運動群 418.2±68.48秒であった。50m走の毎日運動
群が 7.3±0.56秒で、時々運動群は 7.4±0.54秒、そ
して非運動群 7.6±0.51秒であった。ハンドボール投
の毎日運動群が 26.0±5.46mで、時々運動群は
25.5±4.99m、そして非運動群 23.7±5.47mであっ
た。これらの男子の結果は全ての体力項目において、
非運動群から時々運動群、毎日運動群の順に有意に
良好な測定値を示している所見が得られていること
を示していた（表 1）。
それに対して、女子で男子同様な傾向を認めたの
は、平均握力と 50m走のみであった。具体的には、
女子の平均握力の毎日運動群 26.8±4.53kg、時々運
動群 26.4±4.15kg、そして非運動群 25.4±4.19kgと
云う結果と、50m走の毎日運動群 8.7±0.69秒、時々
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表２ 運動 3習慣別女子 2014年入学生の体格・身体組成の基本統計と検定結果
女 子 身長(cm)
体重
(kg) BMI
理想体重
BMI
上体起こし
(回)
長座体前屈
(cm)
平均握力
(kg)
反復横跳び
(回)
立ち幅跳び
(cm)
1500走
(秒)
50m走
(秒)
ハンドボール
(m)
N＝ 52  52  52  52  52  52  52  52  52  51  51  51
 
Mean＝ 159.0  52.8  20.9  19.2  25.8  53.1  26.8  50.8  181.0  306.3  8.7  15.3
毎日運動群 SD＝ 5.70  5.26  1.92  1.35  5.10  7.42  4.53  4.91  17.08  51.22  0.69  3.42
 
Max＝ 173.0  66.4  25.3  22.5  36.0  73.0  41.0  60.0  213.0  526.0  10.5  23.0
 
Min＝ 146.6  43.4  17.5  16.6  12.0  35.0  18.0  40.0  132.0  207.0  7.6  9.0
 
N＝ 45  45  45  45  45  45  45  45  45  45  45  45
 
Mean＝ 159.0  53.5  21.1  19.4  27.0  55.2  26.4  53.3  186.1  289.9  8.8  15.7
時々運動群 SD＝ 5.61  7.77  2.33  1.63  4.27  7.08  4.15  6.17  22.43  44.49  0.79  4.32
 
Max＝ 179.0  73.0  28.2  23.2  36.0  68.0  36.0  65.0  270.0  367.0  10.7  25.0
 
Min＝ 151.8  42.7  17.7  16.8  18.0  44.0  18.0  32.0  138.0  206.0  7.0  9.0
 
N＝ 232  232  232  232  231  232  232  228  228  226  226  230
 
Mean＝ 157.9  52.5  21.1  19.2  23.4  50.9  25.4  49.2  172.3  332.7  9.0  13.4
非 運 動 群 SD＝ 5.45  7.66  2.70  1.62  4.79  8.43  4.19  4.59  20.42  62.61  0.62  3.67
 
Max＝ 173.0  88.3  34.7  27.3  34.0  73.0  35.0  66.0  222.0  867.0  11.3  25.0
 
Min＝ 143.4  36.9  16.0  15.7  5.0  15.5  14.0  35.0  49.0  240.0  7.1  6.0
検 定 ANOVA  N.S. N.S. N.S. N.S. p＜0.001  p＝0.002  p＝0.045  p＜0.001  p＜0.001  p＜0.001  p＜0.001  p＜0.001
 
93
運動群 8.8±0.79秒、そして非運動群 9.0±0.62秒で、
非運動群から時々運動群、毎日運動群の順に有意に
良好な測定値を示す所見が認められた。
一方、上体起こしの毎日運動群では 25.8±5.10回
に対して、時々運動群が 27.0±4.27回と優劣傾向が
逆転し、最劣が非運動群の 23.4±4.79回という結果
であった。同様な所見は長座体前屈、反復横跳び、
立ち幅跳び、1000m走、ならびに、ハンドボール投
にも認められた。具体的には、長座体前屈で毎日運
動群の 53.1±7.42cmに対して、時々運動群が 55.2±
7.08cmと優劣傾向の逆転、最劣が非運動群の 50.9±
8.43cm。反復横跳びは、毎日運動群の 50.8±4.91回
に対して、時々運動群が 53.3±6.17回と優劣傾向が
逆転、最劣が非運動群の 49.2±4.59回。立ち幅跳び
も毎日運動群の 181.0±17.08cmに対して、時々運動
群が 186.1±22.43cmと優劣傾向が逆転、最劣が、非
運動群の 172.3±20.42cm。1000m走の毎日運動群の
306.3±51.22秒に対して、時々運動群が 289.9±44.49
秒と優劣傾向の逆転、最劣が非運動群の 332.7±62.
61秒。そして、ハンドボール投も毎日運動群の 15.
3±3.42mに対して、時々運動群が 15.7±4.32mと優
劣傾向逆転で、最劣が非運動群の 13.4±3.67mとい
う結果であった（表 2）。
この女子体力の平均握力と 50m走以外の 6項目
での、時々運動群を最良、次いで毎日運動群、そし
て非運動群が最劣となる有意な順序傾向の所見を認
める結果は男子のような運動習慣実施頻度の多少が
体力優劣に正相関するような単純な量反応関係では
説明出来ない因果関係の存在することを示唆する所
見を得たとも思われる。なお、この 6項目の測定値
の累積度数分布曲線による 3群比較を行なったのが
図 1～6である。いずれの項目においても非運動群は
明確に劣評価方向に分布しているのに対して、毎日
運動群と時々運動群の分布は相互に入り組んだ分布
であり、女子では体力優劣が運動実施頻度で単純に
説明出来ないことを窺わせる所見を示しており、健
図１ 女子上体起こしの運動習慣 3
群の累積度数分布曲線による
比較
図３ 女子立ち幅跳びの運動習慣 3
群の累積度数分布曲線による
比較
図２ 女子長座体前屈の運動習慣 3
群の累積度数分布曲線による
比較
図５ 女子 1000m走の運動習慣 3
群の累積度数分布曲線比較
図６ 女子ハンドボール投げの運動
習慣 3群の累積度数分布曲線
比較
図４ 女子反復横跳びの運動習慣 3
群の累積度数分布曲線比
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康造りを目指した運動処方では性別処方を第 1優先
とすべきであるという知見を得たともいえよう。
４．習慣的運動実施頻度別体型認識の状況
実測身長体重から算出した BMIと現在の身長で
自分が理想とする体重を申告させた結果から算出し
た理想 BMIとの関連を、性別に習慣的運動実践頻度
の 3群間で比較出来るように図示したのが、図 7と
図 8である。男女間には実測 BMIに対する理想
BMIの分布に明確な相違が認められ、男子では実測
BMIに比べて理想 BMIが毎日運動実施者を主とし
て高値方向に分布している所見であるのに対して、
女子では習慣的運動実践頻度に関係なくほぼ全員が
実測より低体重を望んでいることを示唆する所見を
得たと云える。
この実測と理想の体重から算出した BMIの関連
検討から、男子では運動実践により筋骨増強を伴う
体力取得を志向する傾向のあるのに対して、女子で
はスリムさが重視される志向が先行する意識傾向に
あることが明確に感じ取れ、運動処方においては、
この男女の志向の違いを踏まえて処方しなければ実
践に繫がらないという知見を追加されたようにも思
われる。
【まとめ】
2014年の G大学教養教育健康科学受講生を対象
に、文科省の新スポーツテストと生活習慣アンケー
トの双方を測定・調査できた 837人（男子学生 509
人、女子学生 328人のデータを使用して、習慣的運
動の実施頻度が体格や体力（スポーツテスト項目）
にどのように影響するのかを検討した。
得られた主なる知見をまとめると以下のようで
あった。
1）習慣的運動（30分以上の運動を週 1～ 2日以
上）実施有の男子が 284人（55.8％）で前年（2013
年）の 555人中 274人（49.4％）と比較すると有
意（p＝0.04）に増加しているのに対して、女子
は 97人（29.6％）と前年（2013年）の 375人中
134人（35.7％）と比べ統計的には減少とは云え
ない結果であった。しかし、女子の実施率が 3割
未満に減少したという現状は、既報での所見を
超えた憂慮すべき状況が生じているという知見
といえよう。
2）体格：身長・体重、体型：BMI；Body Mass
 
Indexの習慣的運動実施に関する運動 3群間の
比較では、男子の体重と BMIにのみ、有意差が
認められた。しかし、その傾向は習慣的運動頻
度の順序性とは異なり、体重と BMIともに最低
が時々運動群、次いで非運動群、毎日運動群と
図７ 男子実測 BMIと理想 BMIの毎日運動・時々運
動・非運動 3群比較関連図
図８ 女子実測 BMIと理想 BMIの毎日運動・時々運
動・非運動群 3群比較関連図
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いう順に高値化するという所見であった。
3）スポーツテストでの習慣的運動実施別 3群比
較では、男子では上体起こし、長座体前屈、平
均握力、反復横跳び、立ち幅跳び、1500m走、
50m走、及びハンドボール投の全ての測定項目
において、非運動群から時々運動群、毎日運動
群の順に有意に良好な測定値を示している所見
が得られていた。それに対して、女子で男子同
様な傾向を認めたのは、平均握力と 50m走のみ
であり、それ以外の上体起こし、長座体前屈、
反復横跳び、立ち幅跳び、1000m走、及びハン
ドボール投では、時々運動群を最良、次いで毎
日運動群、そして非運動群が最劣となる有意な
順列傾向の所見を認める結果を得た。
4)実測体重と理想体重から算出した BMIの関
連検討から、男子では実測 BMIに比べて理想
BMIが毎日運動実施者を主として高値方向に
分布しているのに対して、女子では習慣的運動
実践頻度に関係なくほぼ全員が実測より低体重
を望んでいることを示唆する所見を認め、男女
の志向の違いを踏まえて運動処方をしなければ
実践には繫がらないという知見を示唆されたと
思われる。
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